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県内災害拠点病院で初 

火山灰対策防じんフィルターを整備 

 富士山の噴火による降灰に備え、災害拠点病院としての医療を安定して提供

できるよう防じんフィルターを整備しました。 

 

１ 概要 

災害拠点病院に指定されている市立病院は、有事の際も病院運営の継続が

求められています。患者の健康を維持するための清潔な院内環境の確保、非

常用発電機の安定稼働に向け、高い捕集効率と低圧損を両立した防じんフィ

ルターを院内６カ所に導入しました。 

【設置箇所】 

（1）院内空調・換気用＝Ａ棟屋上給気口（１カ所）、Ｂ棟屋上給気口（２カ

所）、救急手術棟屋上給気口（２カ所） 

（2）非常用発電機用＝救急手術棟発電機室給気ダクト（1 カ所） 

２ 目的・背景 

富士山に大規模噴火が発生した場合、首都圏を含む広い地域が降灰による

大きな影響を受けることが想定されています。内閣府では 2025 年３月に「首

都圏における広域降灰対策ガイドライン」を策定。基本方針が示される中で、

警戒地域内の災害拠点病院として対応が求められていました。 

３ ＰＲしたい内容、事業のポイントなど  

・防じんフィルターの導入により、富士山噴火による長期的な降灰が続く状

況下でも安定的な病院運営が可能となります。 

・フィルター交換に当たっては、短時間で対応できる構造を備えています。 

・火山灰対策としての防じんフィルターの整備は、県内の災害拠点病院では

初めての取り組みです。 

４ 予算額 

1892 万円 

５ 他市の状況 

県内の他の災害拠点病院（36 病院）で整備した実績はありません。 
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市立病院 施設用度課 

課長 大山 直樹 電話 046-225-2546 


